
呉錦堂が開拓した神出小束野（資料編）
こ そ く の

小束野には、呉錦堂の開拓事業に関わる４つの石碑があります。下に挙げた１は、小束野の村中にある顕彰

碑で、一番古く、一番重要な碑です。２は小束野池の土手の下にある伝承記です。写真の左手、立派なのは小

束野池改修記念碑です。伝承記は右の小さい方の石碑です。３は呉錦堂池畔にある呉錦堂池改修記念碑です。

在
神
中
国
人
呉
錦
堂
氏
が
明
治
の
末
期
、
神
出
町
雌
岡
山
の
ふ
も
と

小
束
野
の
開
拓
を
計
画

土
地
を
買
収
し
て
果
樹
園
の
造
成
に
取
り
か

か
る
途
中

山
田
川
疎
水
事
業
の
計
画
を
知
り

開
墾
地
の
土
地
条
件

か
ら
山
田
川
疎
水
事
業
計
画
に
参
加
し
、
農
業
用
水
の
確
保
に
よ
る
有

利
な
土
地
利
用
を
目
的
と
し
て
水
田
開
発
に
計
画
変
更
し
、
之
に
関
連

す
る
用
水
池
の
築
造

水
路
及
び
農
道
等
の
開
墾
整
備
に
着
手
し
、
昭

和
五
年
に
は
呉
錦
堂
池
及
び
小
束
野
池
の
造
成
が
完
工
す
る
。

呉
錦
堂
池
は
、
淡
山
土
地
改
良
区
所
有
溜
池
と
な
る
も
、
そ
の
管
理
は

小
束
野
水
利
委
員
会
に
委
嘱
と
す
る
。

（
中
略
）

昭
和
二
七
年
十
二
月
二
日
、
小
束
野
池
所

有
者

加
藤
芳
久
氏
よ
り
小
束
野
水
利
委
員

会
代
表
者

藤
田
信
太
郎
外
七
名
に
よ
り
買

収

所
有
権
移
転
登
記
後
水
利
委
員
会
に
於

い
て
改
修
着
工
に
至
る
迄
溜
池
の
管
理
補
修

を
行
い
現
在
に
至
る
。

（
平
成
二
年
設
置
）

呉
錦
堂
君
は
若
年
に
し
て
上
海
か
ら
日
本
に
渡
来
し
行
商

を
も
っ
て
身
を
起
し
帰
化
し
て
の
ち
社
会
事
業
に
幾
多
の

貢
献
を
せ
ら
れ

こ
と
に
明
治
の
末
期
か
ら
約
二
十
年
間

に
神
出
町
小
束
野
に
水
田
約
六
十
町
歩
を
開
墾
し
ま
た
用

水
池
と
し
て
宮
の
谷
池
と
小
束
野
池
の
築
造
を
完
成
し
て

当
部
落
が
今
日
の
繁
栄
の
基
礎
を
つ
く
ら
れ
た
功
績
は
誠
に

大
き
い

こ
こ
に
君
の
偉
業
を
た
た
え
永
く
感
謝
し
て
こ
の

碑
を
建
て
る
と
と
も
に

宮
の
谷

池
を
呉
錦
堂
池
と
改
称
し
て
君
の

名
を
後
世
に
伝
え
る

中
井
卯
三
郎
敬
書

昭
和
三
十
二
年
五
月

神
出
町
小
束
野
部
落
民
一
同

この「呉里豊穣」碑は平成17

年にできた新しい碑です。公会

堂前の広場の端にあります。碑

の裏側は井戸知事の揮毫。
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西暦 年齢 事　　　　　　　　　　　　項

明治 38 1905 (50)
明治30年代後半、特に日露戦争後は食糧増産が政策方針となっていた。このような
時流の中、「耕地整理法」（旧法）が改正され、開墾事業も耕地整理の対象に加えら
れる。

39 1906 (51)
「耕地整理及土地改良奨励規則」が設けられ、府県の土地改良施行に関する調査、
設計、工事監督の費用の50％を国庫補助することが決められ、開墾が奨励されるよ
うになる。

山田川疎水事業計画が具体化し、7月には新規開墾見込調査が行われる。8月15日
までに申し出た開墾予定の中に神出村約100町があり、この中に小束野開墾予定地
が含まれているのは明らか。
10月、秋山忠直、小束野の土地購入。

40 1907 (52)

41 1908 (53)
秋山忠直から呉啓藩（14歳）名義で小束野の土地購入。小束野開墾の文書はすべ
て呉啓藩の名になっている。　12月、山田川疎水工事の許可がおりる。

42 1909 (54)
「耕地整理法」（新法）制定される。兵庫県においても、開墾を含め耕地整理の事業
が、農会の事業→兵庫県の事業であるが農会に委託→兵庫県の直営事業と、より
重要視されるようになってくる。

43 1910 (55) 溜池一ヶ所購入

44 1911 (56)

2月、山田川疎水工事起工。
4月、県から明石郡神出村小束野一人施行として耕地整理の認可を受ける。
この年、溜池三ヶ所と原野１町１反９畝25歩を購入。これにて、土地・原野、溜池等の
購入完了。

大正 1 1912 (57)
2 1913 (58)
3 1914 (59)

4 1915 (60)
１月、山田川疎水幹線工事竣工。
3月10日、明石郡岩岡村小学校庭にて山田川疎水竣工式挙行。

5 1916 (61)
県に「工事着手届」提出。4月、小束野開墾工事開始。
[開田5.0町、溜池築造]

6 1917 (62)
「耕地整理工事費補助規程」（兵庫県）成立。開墾地への移住始まる。
[開田11.0町]  作付初年、１町２反。失敗に終わる。

7 1918 (63) [開田2.5町、宅地1.2町、溜池築造]　作付２年目、３町。収穫、反当り２石５斗。

8 1919 (64)
2月、山田川疎水各支線及び溜池全部工事完成。
「開墾助成法」成立。
[開田5.5町]

9 1920 (65) [開田8.0町、溜池築造]

10 1921 (66)
開墾地への移住、累計戸数20戸、人口約70人。
[開田3.5町、溜池築造、引水路新設]

11 1922 (67) [開田1.5町、溜池築造、引水路新設]
12 1923 (68) [開田8.2町]
13 1924 (69) [開田13.8町]
14 1925 (70) [開田4.5町、溜池築造、水路道路新設]

昭和 1 1926 (71)

呉錦堂、大正15年1月14日、神戸籠池の自宅で病没。
８月、実質的には開墾打ち切り。
[開田1.0町、開畑　0.7町、宅地0.3町、溜池築造、水路道路新設]
以上、開田合計64.6町

2 1927 小束野開墾地において小作争議。昭和７年ぐらいまで続くも調停により解決。
3 1928

4 1929
呉啓藩、兵庫県へ「設計変更認可申請書」提出。開墾打ち切りの理由、①財界不
況、②小作争議。この時点での累計移住戸数37戸。

11 1936
呉啓藩、昭和11年11月8日、神戸籠池の自宅で病没。
小束野開墾地は、家督相続により呉伯瑛に引き継がれる。

12 1937

13 1938
神戸の貿易商加藤岩五郎に売渡される。
このあと、小束野開墾地の土地は農地改革で小作農業者の手に移り現在に至る。

（浦長瀬隆論文「呉錦堂の開墾と地主制」を中心に橘雄三作成）

和　暦
呉錦堂、小束野開墾略年譜
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